平成20年1月19日

リーダーのためのＮＰＯ組織マネジメント
（大阪府ＮＰＯとの協働推進パワーアップ事業）
日　時：1月19日（土）13:30～15:30

会　場：大阪狭山市役所南館 講堂
参加者：35名（申込み：26、センター：7、市：2）
講　師：（特活）コミュニティ・サポートセンター神戸（CS神戸） 理事長 中村順子 氏　

１．はじめに
　　　　　NPO法が施行されたのが1998年の12月、いま全国に33,000のNPO法人があり増え続けている。そのNPOがどういう社会的な役割をもって活動しているのかを押えながら、非常に難しいNPOの組織運営について話をしたい。今日お集まりの皆さんの大半は、何らかの形でNPOと関わりをもって苦労しておられると思うが、期待も大きいものがある。どうすれば運営がうまく行くのかを皆さんと共有しながら、神戸の事例を交え勉強していきたい。
昨日（18日）、第169回通常国会が開会されたが、冒頭、福田首相の施政方針演説の中に、NPOという言葉がでてきた。これはおそらく初めてのことではないか。具体的には「活力ある地方の創出」の中で、「地方の元気再生事業」として、公共施設や居住施設に加えて『地域の防犯や子育てなど様々な課題に取り組むNPOの活動を応援します』としている。それだけ大きな期待がNPOにかけられているが、日常の活動はそんなに容易いものではない。そこで私自身がなぜ、NPOの立上げを支援し活動を応援する ＣＳ神戸 の活動に加わり関わってきたのか、私のミッションについて話をしたい。
２．なぜ私があるのか、私のミッション
1982年　在宅で高齢者や障害者を市民同士で支援するボランティア団体が神戸で生まれた。当時、会社を辞め子育て中であった私は、有償ボランティア制度など新しい福祉の概念を取り入れた団体に興味を持ち活動を始めた。そこでは福祉の奥の深さというか、単に生活者ではなく、いろいろな人と関わりながら助け合って生きていく素晴らしさを教えてもらった。
1995年　阪神淡路大震災。このときこの団体（メンバーが400人いたが）が動けなくなった。被害の少なかった私は、ここで立ち止まってはいけないと、東灘助け合いネットワーク という救援組織を4人で立上げた。震災から2週間後の2月2日、力になってくれたのが Big Issue創始者の佐野氏である。最初は給水車まで行けない人のための水汲みから。それから仮設住宅の支援、復興住宅への移行と長い取り組みが続くのだが、仮設住宅に入って落ち着いてくると、失ったものを埋めたい被災者のニーズと、全国から集まった130万人のボランティアを始めとする供給が過剰になり、ニーズと供給のバランスが崩れ、「あれもして欲しい これもして欲しい」という、被災者の要求依存の高まりが目につく地域の状況になってきた。それがよく見える立場にいた私は、まだまだ震災の影響は残っているが、埋める活動と同時にもうひとつの働きかけが要る。それは被災者の残された力、残されたものを刺激する働きかけによって、元に戻っていくルートが必要ではないか と考えた。
1996年　埋める支援活動を後の人にお願いして、Empowermentを専門にする ＣＳ神戸 を立ち上げた。それまでの「なにか足りないものはないですか？」ではなく、「あなたは地域のために何が出来ますか？」「そのことを私たちがお手伝いします」というのが ＣＳ神戸 であり、地域に必要なことを手伝うサポートセンターとしての役割である。ただ、民設民営だから自らもNPOとして事業をやっていかないといけない。そのための直轄事業として、常時20ぐらいの事業を動かしているが、地域の調査・研修・社会実験的な先駆事業を行っている。また、皆さんの地域のEmpowermentをするサポートセンターとしての仕事との両輪軸で回している。
私のミッションは、これまで120ぐらいのグループのお世話をしてきたがまだまだ足りない。神戸の東部（東灘・灘）を中心にあと100ぐらいのグループを作って社会に影響力をもち、住みやすい町を作っていくことである。
このようなうねりの中で、1998年にNPO法ができ多くのNPOが立ち上がってきたが、数は多くても力のあるNPOは少ないのが今の大きな課題である。10人の仲間がいて定款があり書類だけ整えればNPOは簡単に立ち上げられるが、皆が優良なNPOかというとそうではない。兵庫県でも1,200のNPO法人が生まれたが、法律の定めにある所管官庁へ事業報告が出せない法人が2割ある。更に全てが善意に基づいたNPOばかりとは限らない。全てのNPOが社会的に信用も得、活動しやすい条件を得ているかといえばそうでもない。だから今活動をやっている人たちが、よほど心してやらないと、政府からも市民からも期待されているNPOが伸びないのではないかとの懸念をもっている。
３．ＮＰＯの社会的ミッション

　　　NPOのマネジメントが非常に難しいのには２つの理由がある。一つはNPOを構成する人材、二つはNPOを運営していくお金（資金）。これが普通の企業や行政と全く違う。ここがマネジメントを一番難しくしているのだが、私にしたらここが面白い。
　　　人材構成の違いはボランティアがいること。無償のボランティアが私たちの活動の中に必ずいる。それが法律に謳われているものすらある。NPOに必要な3名以上の理事のうち3分の2以上は無償でなければならない。意思決定のど真ん中にである。また具体的なサービスの現場でも多くのボランティアを巻き込んで仕事をする。ＣＳ神戸 でも有償スタッフ40名に対して2.5倍100名の無償ボランティアがいる。
　　　資金面の違いは普通の会社や行政では、商品やサービスの提供に対して受益者から対価を得る二者間取引であるが、NPOの場合受益者が社会的に弱い立場の人であったり、経済的にその能力が至らなかったりで、そこに着目して社会サービスを提供するわけだから対価が受けられない。ここには支援者とか寄付者が必要で、それによって受益者にサービスが提供できる。第三者の支援者の関与があって成り立つ。お金の種類でいえば助成金・寄付・補助金・会費などである。だからお金の流れをみても、私たちは直接サービスを受ける受益者の満足を得る以外に、支援者や会員やボランティアで働く人たちの満足度も高めていかないといけない。従ってこれらマルチ・ステークホルダーに、やったことや成果の報告が必要である。ＣＳ神戸 の場合、年１億円の事業のうち6～７千万円が支援者からのお金で成り立っている。
　　　このように人の問題、全く無償で動く人の動機づけをどうしていくのか、同じ場所で有給で働く人との二者間の関係をどう取り持っていくのか、第３のお金をどのように集めるのか この2点がNPOのマネジメントが他と大きく違う特徴である。
４．経済システムの３つの概念

　　 【資料１】の図は、イギリスのアラン・ケイ氏（イギリスのボランタリーセクターの有名な方）が昨年11月に来日し一緒に勉強会をした時に、イギリスで整理されたものを私が日本流にアレンジしたものである。ここでは私たちNPOが今、どのような社会的関係におかれているのかを皆さんと共有したい。
　　　私たちの社会は資本主義の世界だからお金が基本で動いているが、それは３つのセクターで構成されている。企業・行政の２つのセクターに加えて、今ここへきて出来たのが非営利市民セクターである。もともと財団法人とか社団法人など行政の許認可でできた非営利セクターはあったが、NPOのように自発的に立ち上がった団体が認められたのはNPO法以来である。この３つ目のセクターはまだ経済規模的にはきわめて小さいが、企業や行政セクターを支えていく基盤的なセクターになっていく。またこの非営利市民セクターでも、企業・行政セクターのように、規模的にも随分大きな団体が生まれてくるようになった。
　　　さらに面白いのは、この同心円を縦に真二つに分けて経済活動からみると、企業セクターが商取引によるビジネスであり、行政セクターが計画・管理によるビジネスであるのに対し、非営利市民セクターはその両方の立場ももっていることである。つまり商取引によらない地域活動を目指す団体もあれば、受益者から少しでも対価を得て活動を継続している団体もある。自治会・ボランティア団体など近隣の比較的小さい団体から国境なき医師団のように大きな団体まであるが、いずれも前者に属する。一方後者には、ＣＢやワーカーズコレクティブや、共済・協同組合からフェアトレードまでが位置づけられるだろう。
このように非営利市民セクターの中にも、商取引ビジネス手法を基本にするところと、寄付や会費を基本にする活動がある。つまり多様な主体が生まれたということであり、自分の気持ちですごく面白い世界を作れるようになったということである。そのことに自信をもってほしい。
　　　それから更に面白いことには、いま企業や行政から様々な期待と要請が来ていることである。企業では今、ＣＳＲ（Corporate Social Responsibility）やＷＬＢ（Work Line Balance）に取り組まないと、社会のなかで生き残っていけないという流れが出てきた。ただ、企業の中で自助努力でやるのではなく、私たちと一緒にやりたいという企業が多い。もともとNPOは公益のために目標をもって活動しているわけだから、私たちと一緒に何かをすることによって、ＣＳＲやＷＬＢの文化をつくりたいということだ。そういうこともあって、一緒に研修することが増えてきた。
　　　行政からの要請はもう既に始まっている。2000年からの介護保険、2003年からの指定管理者制度である。まだ始まって間もない指定管理者は、NPOが受託しているのは3～4％と低く、民間企業が受けているものが多いが、財政が縮小していく過程で、まだまだ施設の運営や仕事が民間化されるのは増えていく。ただ、NPO側がまだ育っていないのが現実。NPOが33,000あっても、半数以上の団体が予算規模500万円以下、多いのは100万以下では、事業をやっているというより、一家の収入にも満たない僅かな活動しかできていない。せめて年間規模が2000～3000万のNPOを作っていかないと、社会的な影響力や継続した力にならないのではないかと思う。
　　ということで、私たちの非営利市民セクターには大きな期待がある。そしてこれから仕事も具体的に来る。それをモノにするかしないかにかかっている。

５．ＣＳ神戸の活動
　　　こそで ＣＳ神戸 がどのような活動をしているのか。ＣＳ神戸が直接やっている事例、サポートセンターとしていろいろな団体を立ち上げてきたその幾つかを見ていただきながら、皆さん方の活動の参考にしてもらうとともに、こういうことをしたら市民活動が元気になっていく というところを映像で見てもらいたい。
· あたふたクッキング（配食）

· ほのぼの朝喫茶

· 保育ルームぴっぴ

· たるみ・ともの家（生きがい対応型ミニデイサービス）

· こうべNPOデータマップ（情報発信）

· 企業とNPOのマッチングマーケット

· くるくるバス（調査事業）

· トータルケアシステム（高齢者生活支援）

· ユニメイトとユニークな活動

· コミュニティ・ハイツ（住まいのサポート）

· 東灘区民センター小ホール（施設管理）

· JR住吉駅前駐輪場（施設管理）

· くるくる発電所（環境保全と学習）

· まちともりの交流事業

６．ＮＰＯのマネジメントサイクル

　　 【資料２】の図は、いま皆さんに紹介した活動が、どこから生まれて、どのように計画され、実行されていくのかということを表したものである。
　　　企業のマネジメントサイクルは、Ｐ(PLAN)計画 ⇒ Ｄ(DO)実施 ⇒ Ｃ(CHECK)評価 ⇒ Ａ(ACTION)見直し・点検　のサイクルであるが、ＮＰＯのマネジメントサイクルはまず Ａ(ACTION)から始まらなければならないということが言いたいことである。
　　　　社会のニーズ・地域の課題 …… 不便・不安・不足を取り除いていくのが原点   
　　 Ａ　　↓

　　　　志 ・ 夢 …… こうありたい を思いで終わらせない　自分が地域から選ばれたのだ というプライド
　　　　　 ↓

　　　　なかまづくり …… 1人だけではできない　まず3人から5人
　　 Ｐ　　↓

　　　　企　　画 …… 思いを書面化して共有
　　 Ｄ　　↓
　　　　活　　動 …… テストマーケティング　微調整の繰り返し　3ヵ月
　　　　　 ↓

　　　　組織づくり …… 法人化を急がない　理想派・実務派・多様性能力派のトライアングル（×同質の人）
　　　　　 ↓

　　　　事業計画 …… 日程・人数・収支予算・動機づけ・研修・クレーム処理
　　　　　 ↓

　　　　事業実施 
　　 Ｃ　　↓

事業評価 …… 評価　事業の見直し
　↓

７．私の１企画１実践

　　　とはいえNPOの活動は、年次計画を立てそれに従って動かしていくのだが、計画は一つの枠組みであって、これに血を流していかなければ、なかなかいきいきとした活動にならない。どうやれば私たちのミッションを実現させるために、いきいきとした血が流れるのか とういのが、「私の１企画１実践」【資料３】である。
　　　ＣＳ神戸 ができて13年目になるが、前半は震災の復興ということもあって現場の活動を優先し、余り研修に力を入れられなかった。ところがそこで僅かではあるが職員によるお金の着服事件が起こった。NPOにもそのような人が来るのかと驚いたが、よくよく考えてみると、それまで研修も充分していないし、私たちはミッション、ミッションといつも言っているが、具体的にそれをスタッフやボランティアの人にキチンと伝えることをしてきたか？ そして仕組みとして常に自分に問いかけることをしてきたか？ と反省した。それからやり始めたのが「私の１企画１実践」シートを採り入れた年2回の研修である。

（「私の１企画１実践」は「Balance Score Card」の変形）。
　　

《サイクル》
　　　　5月　　　　　夏～秋　　　　　　　　　秋～冬　　　　　　　　　　　　　冬（2～3月）
　　　　総会 ⇒ 研修（各人別sheet）⇒ わんわんMeeting（理事長面接）⇒ 研修（所属Section別sheet）

　　　　⇒ 次年度事業計画（総会議案）に反映

　　　2回目の研修会（セクション別）には担当理事も入ってみなで議論してシートを作る。理事会も合間々々に入れてチェックをしている。これがやっと10年目にして回るようになり、いい組織運営ができるようになった。組織の1人ひとりにどんなことでもいい、目標を持ってもらう。また、法人本部のスタッフには、自分が今年度にやりたいこと、しかも地域のニーズを解決する企画書を書いてもらう。その中で若い20代の人も育ってきた。
　　　このように私たちは、地域のために手当たり次第にやるのではなく、地域の本当のニーズを汲み取りながら（Actionの部分）、その点検の中でニーズと同時に見えてくる地域の資源（人材・モノ・場所）を上手く組み合わせながら、住みよい社会にする。これをサイクルで回していく。
それは簡単なことではないが、自分はこの世界に来た。そしてNPOという組織を通じて、社会の公益（みなが幸せになる道筋）に興味もあるし関心もある。それをやってみたいと皆さんは此処に集われているわけです。そこに確信と信念をもってやり抜いて欲しい。1年や2年で「ア～しんどい」と言わないでください。何をやるにも10年はかかる。とくに地域の中で存在意義といえば10年はかかる。もし自分が10年出来なければ、後の5年は後継者をキチット作ってその人にやってもらう。地域社会は早々すぐには変化しないが、10年すれば必ず道筋が見えるし協力者も現れる。これをやり切っていただくというところではないかと思う。
８．おわりに

マネジメントは何も難しいことではない。信念をもって10年やっていれば、10年続くということは地域にニーズがあるから続く訳だから、そこに大きな自信を持っていただきたい。それをサポートする支援センターもここにはできた訳です。私たちは社会から大いに期待されているので、ますます張り切って頑張りたいと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《完》
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